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電位センサ 

電気化学バイオセンサの原理 

検体に特別な処理を施さないラベルフリーで、ユビキ
タス情報社会と整合性の高い電気的検出法を用いた
生体‐半導体ハイブリッドセンサの実現に向けて、生体

分子の新しい電気的検出法、生体分子の高精度検出
のための新しいアナログCMOS回路技術、溶液搬送を
含む実装技術を開発した。従来に比べ10-100倍の安

定性・精度向上を図ることにより実用化のレベルまで
引き上げ、半導体集積回路チップの汎用化・標準化を
図った。 

研究開発の内容 

従来法 

本研究 
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今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み 

国際分析展PITTCON2015に名古屋大学として出展 

チップおよびそのチップを用いるための 
簡易装置を研究者向けに提供 

チップおよび小型可搬型分析装置の販売 


